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山岡正尾1・坂井奈緒子2：富山県出身の蘚類研究のパイオニア－笹岡久彦（1889―1945？）
補遺
Masao Yamaoka1 and Naoko Sakai2 : Additional note of Hisahiko Sasaoka（1889―1945？）, a pioneer of
Japanese bryology

筆者らが植物地理・分類研究第 49巻第 2号で紹介した笹岡久彦氏についてのノート（山岡・坂井 2001）の
後，笹岡氏が書いた文献が他にもあることなど，追記したいことが出てきたのでこれらを紹介したい。

笹岡久彦の経歴 追記

笹岡氏と思われる人物が私立國學院大學の神職養成部神職教習科（修業期間 10ヶ月）を明治 44年（1911
年）3月に卒業していたことがわかった（國學院大學校友課．住所不明者 11期～20期（明治 36年～明治 45
年）．［引用 2003―7―23]．東京，國學院大學ウェブサイト：http : //www.kokugakuin.ac.jp/inyuu/htm/d_1.html）。
私立國學院大學は現在の國學院大學にあたり，東京都渋谷区にある。井上（1972）には，明治 43年（1910
年）には笹岡氏が東京に出ていたと思われるとの記述があり，年次が一致する。
晩年の笹岡氏の風貌は，小林（1979）に肖像写真がある。孫福（1979）によると，孫福 正氏は笹岡氏の
指導を受けており，「著者が指導を受けたのは昭和 11年（1936年）からで，当時の住所は東京市王子区赤羽
町 3丁目 959番地であった」，「戦時中からの消息は全く不明である」と記されている。

笹岡の蘚類学への貢献 追記

笹岡氏が書いた蘚類に関連する文献は，山岡・坂井（2001）で紹介した 26編の他に，臺灣博物學會會報に
16編（笹岡 1915 a―1928 f），植物研究雑誌に 2編（笹岡 1917,1933 a），まんさくに 1編（笹岡 1933 b），朝
鮮博物學會雑誌に 1編（笹岡 1933 c）がある。これらは引用文献の項に列記した。他に，孫福（1979）によ
ると，1933年発行の植物趣味第 2巻第 2号の 62―65ページに笹岡氏は「伊勢大廟聖域のコケ」を発表してい
る。この報告は伊勢神宮で槌賀安平氏が採集されたものをまとめたもののようだが，筆者らは未見である。所
蔵されている方がいらっしゃれば御一報いただけるなら幸いである。
笹岡氏は蘚類を研究対象としているが，臺灣博物學會會報に臺灣産地衣類の報告をしている（笹岡 1919）。
苔類についての記載はまったくないにも関らず，1編とはいえ地衣類のリストを記載していることは興味深い
ので，蘚類からは外れるが記した。
笹岡氏は氏自身が採取した標本や氏の許に各地から送られた標本（以降，これらをあわせて笹岡標本と記述
する）を，同定依頼に V. F. Brotherus氏，H. N. Dixon氏へ多く送ったようである。両氏は，笹岡標本を元
にして新種（タイプ標本となる），新産地あるいは新見解を発表している。これまでに確認した笹岡標本番号
が記載されている文献は，Brotherus（1928,1929）の 2編，Dixon（1931―1943 b）の 8編である。槌賀氏の
採取した標本を，笹岡氏が Brotherus氏に同定依頼し，新属新種となったササオカゴケ（Sasaokae japonica）
は Brotherus（1929）に発表されている。なお，孫福（1972）によれば槌賀氏が「1927, 8月 18日，1928, 6
月 24日 外宮上池で，Sasaokae japonica Broth．（in Rev. Bryol. 2 : 10, 1929）ササオカゴケという新属新
種を発見して日本の蘚類界を風靡した。この件については笹岡久彦先生も植物研究雑誌 7 : 3（1931）に紹介
されている。」とある。Dixon（1931）には，笹岡氏は大変根気のある人物で，これまでに何百点もの標本を
送ってきているとの記述がある。新種として発表され，笹岡標本がタイプ標本となったものの中には，その後
別の研究者によって既知種とされた種も多くあるようである。しかしながら Brotherus氏，Dixon氏のアジ
アの蘚類研究に，高じては蘚類研究の発展に笹岡標本が果たした，また今後も果たす役割は非常に大きいと言
えるであろう。
笹岡標本の国内での収蔵は，その大部分が国立科学博物館（TNS）にあることはよく知られているが，他
に樋口（1990）によると北海道大学（SAP）に 601点がある。この他に，京都大学総合博物館（KYO）に 320
点，大阪市立自然史博物館（OSA）に 93点があることを確認した。TNS，OSAには，笹岡氏が作成し，日
本初の植物標本集となった「日本蘚類植物標品集彙第 1集」が状態良く保管されている。OSAの物は，表紙
に「寄贈 中島徳一朗」と書かれてあり，中島徳一朗氏からの寄贈とわかる。この標品集彙第 1集には 100
種が入っており，種の特徴の他に，標本の採集地，採集日が明記されている。標品集彙は，両標本庫ともに第
1集しか保管されていないので，継続して発行する意図を持ちながらも第 1集のみで終わったのではと思われ
る。
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KYOの笹岡標本 320点のうち，318点は一つの引き出しにまとめてあるもので，その由来を同所された北
川尚史博士に伺ったところ，推測として笹岡氏が交換標本として外山礼三氏に送った標本ではないかとのこと
であった。KYOには外山礼三氏の標本が多く保管されている。2点の笹岡標本は，山本寛二朗氏の標本に混
ざってあったものを同所された木村全邦氏が取り出された。OSAの標本 93点は，OSAに寄贈された山本寛
二朗氏の標本に混ざっていたものと，木村全邦氏から伺った。
表記ラベルの記載で KYO，OSA，日本蘚類植物標品集彙の標本の一部を TNSの標本と照らし合わせたと
ころ，それぞれに重複しない標本が含まれていることを確認した。笹岡標本の全貌を明らかにするにはさらに
総合的な詳しい調査が望まれる。

笹岡が記録した蘚類目録 追記

近畿地方や富山県のまとまった目録の他に，中国地方，台湾，朝鮮の蘚類目録を笹岡氏は記載している。そ
れらの目録でも，近畿地方，富山県の目録と同様に現在使われていない学名や裸名（正式に学名として発表さ
れずに使われているもの）が含まれているが，いずれも当時としては種数が多い。
「中國地方の蘚類」（笹岡 1933 b）では，亜種品種を含め 255分類群が記録されている。文中には「筆者の
所蔵標品中の中國地方所産品を抽出して…」や「新種及び其他には特に採集者の芳名を録し記念と致しました」
との記述があり，各地から笹岡氏の許に集まった標本を元にしての目録であることがわかる。
笹岡氏が記した臺灣の蘚類についての文献 12編は，澤田兼吉氏の臺灣の蘚類報告（澤田 1914 a,b）の後，

「臺灣の蘚類」に追加すべき二三種（笹岡 1915 a）からはじまる。笹岡氏が蘚類リストを記録した当時，台湾
は日本によって統治されていた時代であり，氏自身は 2回台湾に行っている（山岡・坂井 2001）。その時に
採取した標本を岡村周諦氏に送り査定をしてもらった結果を，発表している（笹岡 1915 a,b）。その後，しば
しば追補や追加として報告しているのは，笹岡氏が採集した標本の他，佐々木舜一氏，島田彌市氏，鈴木重良
氏，堀川安市氏，松田英二氏が採集した標本を Brotherus氏に送り，学名の決定がなされた結果である（笹
岡 1918 b, 1920, 1921, 1922 b, 1927, 1928 b）。1928年に 4回にわたってまとめた臺灣蘚類目録（笹岡 1928
c,d,e,f）は，笹岡氏の所蔵標本と台湾産とある文献からの記載を元に作られており，亜種品種を含めて 287分
類群に及ぶ集大成となっている。
朝鮮についても日本によって統治されていた時代に，亜種品種を含めて 285分類群にのぼる「朝鮮産蘚類
植物目録」（笹岡 1933 c）を発表している。笹岡氏自身は朝鮮には行ったことはなく，笹岡（1933 c）では文
献と篤志家からの標本を元にしたと記述されている。

謝辞

文献の所在についてのご教示や入手に多大なご助力をいただいた加藤研治博士，黒川 逍博士，立石敏幸氏，
西村直樹博士，山田耕作博士に，標本調査の機会を与えていただいた北川尚史博士，木村全邦氏，佐久間大輔
氏，永益英敏博士，標本調査の機会を与えていただき，また文献の入手にもご助力，ご教示をいただいた樋口
正信博士，笹岡氏の経歴へのご助言をたまわった國學院大學総務部校友課課長岡本重男氏に謹んで深く感謝を
申しあげる。なお，本調査の一部は富山県博物館協会補助（2002）の援助を受けたことを付記し，深甚なる
感謝の意を表する。

引用文献

Brotherus, V. F. 1928. Musci novi Japonici. Ann. Bryol. 1 : 17―27.
Brotherus, V. F. 1929. Musci novi Asiatici. Rev. Bryol., n. ser. 2 : 1―16.
Dixon, H.N. 1931. Contributions to Japanese bryology part�. Brachytheciaceae. Rev. Bryol., n. ser. 4 :

153―169.
Dixon, H.N. 1934 a. Manchurian mosses. Rev. Bryol. Lichenol. 7 : 105―116.
Dixon, H.N. 1934 b. Miscellanea bryologica. �. J. Bot. 72 : 12―18.
Dixon, H.N. 1936 a. Materiae ad bryophytas Nipponicae. �. Bot. Mag. Tokyo 50 : 147―150.
Dixon, H.N. 1936 b. Decas generum novorum muscorum. J. Bot. 74 : 1―10.
Dixon, H.N. 1942. Some new Japanese mosses. Rev. Bryol. Lichenol. 13 : 10―19.
Dixon, H.N. 1943 a. War zone mosses. Bryologist 46 : 14―22.
Dixon, H.N. 1943 b. Note on Fissidens japonicus. Bryologist 46 : 128―130.

植物地理・分類研究 第 51巻第 2号 2003年 12月

－ 194 －



樋口正信．1990．北海道大学理学部植物学教室の標本庫に所蔵されている笹岡久彦氏の標本．日本蘚苔類学
会会報 5 : 78―79.
井上 浩．1972．日本の蘚苔類研究史（�）．自然科学と博物館 39 : 193―207.
小林義雄．1979．蘚類研究家，笹岡久彦さんの思い出．植物研究雑誌 54 : 63―64.
笹岡久彦．1915 a．「臺灣の蘚類」に追加すべき二三種．臺灣博物學會會報 5 : 55―56.
笹岡久彦．1915 b．新に追加すべき臺灣の蘚類．臺灣博物學會會報 5 : 87―88.
笹岡久彦．1917．蘚類植物ノ新和名．植物研究雑誌．1 : 119―120.
笹岡久彦．1918 a．蘚類植物採集及標本製作上の注意．臺灣博物學會會報 8 : 55―57.
笹岡久彦．1918 b．臺灣産蘚類追加．臺灣博物學會會報 8 : 135.
笹岡久彦．1919．臺灣産地衣類．臺灣博物學會會報 9 : 179―181.
笹岡久彦．1920．臺灣産蘚類追補（其一）．臺灣博物學會會報 10 : 285.
笹岡久彦．1921．臺灣産蘚類追補（其二）．臺灣博物學會會報 10 : 75―76.
笹岡久彦．1922 a．爪哇ゲデ山産蘚類．臺灣博物學會會報 12 : 28.
笹岡久彦．1922 b．菲島産蘚類の一新種．臺灣博物學會會報 12 : 31.
笹岡久彦．1926．臺灣蘚類の和名新称．臺灣博物學會會報 16 : 33―34.
笹岡久彦．1927．臺灣産蘚類追補（其三）．臺灣博物學會會報 17 : 240―242.
笹岡久彦．1928 a．臺灣蘚類集録（一）．臺灣博物學會會報 18 : 78―83.
笹岡久彦．1928 b．臺灣産蘚類追補（4）．臺灣博物學會會報 18 : 131―133.
笹岡久彦．1928 c．臺灣産蘚類植物目録（1）．臺灣博物學會會報 18 : 180―193.
笹岡久彦．1928 d．臺灣蘚類目録（2）．臺灣博物學會會報 18 : 248―252.
笹岡久彦．1928 e．臺灣蘚類目録（3）．臺灣博物學會會報 18 : 359―366.
笹岡久彦．1928 f．臺灣蘚類目録（4）．臺灣博物學會會報 18 : 414―423.
笹岡久彦．1933 a．櫻井氏所命蘚類新種ノ二三ニ就テ．植物研究雑誌 9 : 206―207.
笹岡久彦．1933 b．中國地方産蘚類．まんさく 9 : 1―9．（別刷に付されたページ数，本冊と同一か不明）
笹岡久彦．1933 c．朝鮮産蘚類植物目録．朝鮮博物學會雑誌 16 : 23―33.
澤田兼吉．1914 a．臺灣の蘚類．臺灣博物學會會報 4：付録 1―8.
澤田兼吉．1914 b．桃園採集旅行に於ける採集品目録 六，採集蘚類．臺灣博物學會會報 4 : 236.
孫福 正．1972．故槌賀安平先生とコケ．三重コケの会ニュース 6 : 1―4.
孫福 正．1979．三重県の蘚類．pp.11―12．青木印刷，伊勢．
山岡正尾・坂井奈緒子．2001．富山県出身の蘚類研究のパイオニア 笹岡久彦（1889―1945？）．植物地理・
分類研究 49 : 187―191.

（1〒939―3551 富山県富山市水橋中村 416 ; 2〒939―8084 富山県富山市西中野町 1―8―31 富山市科学文化
センター 1416 Mizuhashinakamura, Toyama 939―3551, Japan ; 2Toyama Science Museum, 1―8―31
Nishinakano-machi, Toyama 939―8084, Japan）

December 2003 J. Phytogeogr. Taxon. Vol. 51. No. 2

－ 195 －


